
日 時：2026年12月9日(水)
9：30～16：30

申込締切：2026年11月11日(水)

定 員：16名(最少催行人数6名)

 推奨受講者：中堅層、管理者層

令和８年度 生産性向上支援訓練
オ ー プ ン コ ー ス

主催
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
東京支部 生産性向上人材育成支援センター

コース番号：093-004

＊本訓練は、厚生労働省の人材開発支援策として実施しております。
＊助成金を申請される場合の訓練コースの名称は、
「生産性向上支援訓練(IT新技術による業務改善)」と記入してください。

受講料
3,300円
（税込）

＜コース内容＞

DXの活用方法と事例

<ホームページ>
https://www.jeed.go.jp/location/shibu/tokyo/seisansei/index.html   
<お問い合わせ先TEL>03-5638-2791

＜講師経歴＞

1977年生まれ。米国ワシントン州シアトルの
大学にてコンピュータサイエンスおよびマーケティ
ングを履修。卒業後は現地法人にてデータセン
ターエンジニアとして勤務し、ITインフラの設計・
運用に従事。
2000年に帰国後、シスコシステムズ、シマン
テックなど大手外資系IT企業にて営業マネー
ジャーを歴任。企業向けネットワーク、セキュリ
ティ、ITソリューションの提案活動を通じて、多く
のDX推進プロジェクトに携わる。
2015年に株式会社Agxを設立。AI・IoTなど
の先端技術領域に注力し、現在はAIエージェ
ントを活用したシステム開発を中心に、企業の
業務改善や新規事業創出を支援している。

＜講師＞
徳山 竜喜
(とくやま たつき）

株式会社Ａｇｘ
代表取締役

会 場

ハローワーク墨田 ５階

住 所：墨田区江東橋2-19-12
最寄り駅：JR錦糸町駅南口より

徒歩3分
東京メトロ錦糸町駅より
徒歩3分

実施機関

（株）Ａｇｘ

DX対応コース

新技術の概要

1. DXとSociety5.0の考察
2. ビッグデータの活用とIoTの利用シーンの説明
【演習】IoTに必要なビッグデータの整理

3. AIの進化と生成AIの有効活用方法について     
【生成AI活用デモ】

4. クラウド、AIエージェント、RPAなど自動化技術による
業務改善事例の紹介

【演習】生成AIを活用したデータ分析手法
※ＰＣは使用しません。

新技術の導入事例

1. IoTに取り組んでいる業界と事例
【演習】事例から学ぶ向上のIoT化考察

2. 最新のAI事例と業務への適応方法について
【演習】業務においての生成AI活用シーンの洗い出し

3. IT新技術適用後の改善効果検証

最新のＤＸ動向と導入事例、セキュリティ対策の必要性から、
自社のＤＸ活用に向けた知識を習得します。
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